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水　巻　町　発　行

増
．
∴
∵
ち

町
民
体
育

競
技
大
会

活
力
あ
る
町
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

六
月
二
十
五
日
、
町
民
体
育
競
技
大

会
が
各
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
町
内
の
各
会

場
で
行
な
わ
れ
、
五
百
九
名
の
参
加
者

と
多
数
の
応
援
者
が
会
場
に
つ
め
か
け

ま
し
た
。
各
会
場
と
も
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
力
の
限
り
出
し
合
い
、
汗
を
な

が
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

軟
式
庭
球
と
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
前
日
の
雨
で
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
4
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

ヽ

ｌ

 

ｈ

ｌ
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持
謡
髭
栖
班
算
ｌ
封
ｕ

50億7874万円

過去5か年の当初予算

比 較 ・

1 0 0

9 8

年 可
予　 算　 額

49 37億8，388万円

37 億 2 ，772 万 円

「 孟「
4 1億9 ，578 万円 1 1 1

5 2 46 億 5 ，433 万円 1 2 3

53 50億 7 ，8 74万 円 1 3 4

！歳入ｉ
50億7′874万円

町

その他の税
8万円

軽
自
動
車
税
5
7
5
万
円

た
ば
こ
消
費
税
7
3
8
0
万
円

町
民
税
　
2
憶
7
8

町

予算説明をする伊藤町長

長
　
財
源
確
保
に

町
　
ノ
甥
力
！

昭
和
五
十
三
年
度
予
算
に
つ
い
て
は

我
が
国
経
済
の
長
期
に
わ
た
る
景
気
の

停
滞
に
よ
り
、
財
源
確
保
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
生

活
に
関
連
す
る
公
共
施
設
等
の
整
備
を

重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
、
今
後
の
経

済
推
移
を
適
格
に
把
握
し
、
消
費
的
経

費
の
節
減
に
努
め
る
と
共
に
、
財
源
確

保
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　　税

6億6，107万円
13％

固
定
資
産
税

2

億

7

4

6

1

万

円

電

気

税

2

8

8

0

万

円

％52

地　 方　 譲　 与　 税 2 ，499万円 0 ．5％

自動車取得税交付金 3 ，000 万円 0 ．6％

交通安全特別交付金 503万円 0 ．1％

分 担金 及 び負担 金 2 ，921万円 0．6％

4億7．198万円
9．3％

比
増

度
％

年
1

前
9
．

（
　
　
）
は
前
年
比

昭
和
五
十
三
年
度
一

般
会
計
予
算
は
5
0
億

7
8
7
4
万
（
鋸
％
増

）
と
な
っ
て
お
り
、
通

常
事
務
経
費
は
2
3
億

1

6

5

2

万

円

（

1

9

％
増
）
に
対
し
特
定
財
源
の
延
び
鋲
を

大
幅
に
上
回
り
一
般
財
源
は
2
億
7
8

0
1
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す

投

資

関

係

経

費

は

2

7

億

6

2

2

2

万

円
（
2
％
増
）
に
対
し
、
特
定
財
源
は

2
4
億
7
0
3
4
万
円
で
一
般
財
源
は

9
8
7
3
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り

全
体
予
算
の
一
般
財
源
の
増
加
額
は
3

億
7
6
7
1
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昭

和
五
十
二
年
度
壌
終
予
算
に
対
し
て
も

2
億
1
2
8
3
万
円
の
延
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

申
・
∵
ｌ

特別会計予算

ｉ会　 計　 区　 分 金　 額

国民健康 保 険 5億　 394万円

農　 業　 共　 済 63 6万円

上　　 水　　 道 3億9，°392万円

下　　 水　　 道 2，619万円

ん

撥

財　　　77．3％

源

町　　債

7億2．020万円

14．2％

1億2，581万円

県
支
出
金

児童手当の現況届をまだ提出されていないかたがいます。至急役場老人児童係で手続ください。
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匝亘Ｉ
50億7，874万円

建設中の鯉口改良住宅

普通建設事業費

明
る
い
住
み
良
い
町
づ
く
り

◎

補

助

事

業

　

1

9

億

5

9

8

4

万

円

。
改
良
住
宅
建
設1

4

億

8

3

8

2

万

円

。
公
営
住
宅
建
設
　
　
6
6
8
1
万
円

。
交
通
安
全
対
策
　
　
9
5
7
万
円

。
道
路
新
設
改
良

1

億

　

5

7

3

万

円

も
有
線
放
送
施
設

勘
防
火
水
槽
設
置

4

6

5

5

万

円

1

6

0

万

円

3

2

1

万

円

。
住
宅
管
理

。
交
通
安
全
対
策

。
学
校
用
地
買
収

。
小
中
学
校
管
理

1

2

0

0

万

円

5

0

3

万

円

2

1

2

9

万

円

1

1

2

0

万

円

。
頓
末
小
学
校
講
堂
改
築

1

億

6

2

8

3

万

円

」
。
町
民
プ
ー
ル
建
設
　
3
6
9
3
万
円

。
道
路
舗
装

。
街
路
事
業

3

1

3

1

万

円

1

1

4

8

万

円

◎
単
独
事
粟
　
　
1
億
6
6
7
3
万
円

。
そ
の
他
施
設
等
整
備
費2

8

0

6

万

円

災
害
復
旧
事
業
費

。
一
般
河
川
等
鉱
害
復
旧
　
1
億
6
1

3
7
万
円
　
片
山
川
・
赤
水
川
・
書

田
川
・
書
田
立
屋
敷
線
等

。
下
水
道
鉱
害
復
旧
　
2
6
2
7
万
円

鯉
口
下
水
・
荒
田
下
水

。
家
屋
等
災
害
復
旧
　
2
億
9
0
1
5

万
円
　
下
二
二
∵
伊
左
座
地
区

。
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
6
1
9
万
円

′

一
部
事
務
組
合
員
捜
金

。
消
防
組
合

。
し
尿
処
理
組
合

。
ご
み
処
理
組
合

。
老
人
施
設
組
合

。
伝
染
病
院
組
合

。
火
葬
場
組
合

。
堀
川
水
利
組
合

9

3

8

6

万

円

6

5

1

0

万

円

5

1

8

9

万

円

2

9

0

万

円

4

0

5

万

円

8

4

5

万

円

8

8

万

円

。
市
町
村
災
害
共
済
募
金
組
合

6

9

0

万

円

。
公
務
災
害
退
職
報
償
組
合1

1

6

万

円

ゴ
ミ
出
し
は

朝
七
時
半
ま
で
に

∵
夏
期
は
物
が
腐
敗
し
や
す
く
悪
臭
を

出
す
な
ど
、
衛
生
上
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

し
た
が
っ
て
、
ご
み
出
し
は
7
月
2
0
日

か
ら
8
月
3
1
日
ま
で
7
時
半
ま
で
に
必

ず
出
さ
れ
る
ト
そ
つ
お
願
い
し
ま
す
。

たばこ消費税は町の財政源です　町内で買いましょう



の
傾
向
に

十
五
歳
は

「
危
な
い
年
齢
」
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吾二軍廿里

七
月
は
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
回
の
重

点
目
標
は
「
地
域
活
動

の
推
進
に
よ
る
青
少
年

の
非
行
防
止
」
で
す
。

最
近
の
少
年
非
行
は

万
引
や
自
転
車
な
ど
の

窃
盗
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び

性
的
非
行
な
ど
刺
激
的

享
楽
的
な
動
機
に
よ
る

も
の
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。今

回
の
運
動
は
、
こ

う
し
た
傾
向
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
住
民

が
共
に
手
を
携
え
て
、

地
域
社
会
に
根
ざ
し
た

非
行
防
止
活
動
を
進
め

て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

夏
休
み
の
期
間
中
は
、
規
則
正
し
い

学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
児
童
生

徒
の
リ
ズ
ム
も
乱
れ
が
ち
で
す
。

少
年
非
行
の
多
く
は
、
．
こ
の
長
い
休

み
の
間
に
芽
隼
え
、
育
ち
、
秋
の
新
学

期
の
こ
ろ
に
は
、
学
校
ざ
ら
い
や
家
出

、
さ
ら
に
は
盗
み
、
傷
害
と
い
っ
た
本

格
的
な
非
行
の
道
を
歩
み
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

少
年
自
身
の
解
放
感
と
気
の
ゆ
る
み

に
加
え
て
、
「
休
み
の
間
ぐ
ら
い
」
と

か
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
…
…
・
‥
・
‥
」

と
い
っ
た
家
庭
の
甘
や
か
し
か
、
と
く

に
夏
休
み
に
非
行
が
ふ
え
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

年
齢
的
に
は
十
五
歳
が
最
も
多
く
、

次
い
で
十
六
歳
、
十
四
歳
の
順
で
す
が

、
町
民
体
育
競
技
大
会
成
績

宗
レ
ー
ポ
ー
ル
〕

一
般
女
子

、
こ
れ
ら
十
四
歳
～
十
六
歳
の
非
行
が

全
体
の
六
割
を
占
め
る
な
ど
、
最
近
と

く
に
非
行
の
低
年
齢
化
が
め
だ
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
男
女
別
に
見
た
場
合
、
女
子

の
非
行
が
急
増
し
て
お
り
、
増
加
率
で

は
男
子
の
ほ
ぼ
二
倍
の
勢
い
で
伸
び
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
っ
な
非
行
の
特
徴
と
し
て
は

、
動
機
が
単
純
で
、
罪
の
意
識
の
希
薄

な
〝
遊
び
型
〟
が
ふ
え
続
け
て
い
る
こ

と
で
す
。

万
引
や
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

の
「
盗
み
」
が
男
子
の
七
割
、
女
子
の

九
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
傾

向
を
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

夏
休
み
は
規
則
正
し
い
生
活
で

－
非
行
の
芽
は
早
い
う
ち
に
－

優
勝

準
優
勝

三
位

．
中
学
男
子

優
勝

準
優
勝

三
位

中
学
女
子

優
勝

準
優
勝

三
位

爪
卓
球
》

一
般
男
子

優
勝

準
優
勝

一
般
女
子

優
勝

準
優
勝

中
学
男
子

優
勝

準
優
勝

中
学
女
子

下
二

入
江
興
産

猪
熊
・
吉
田
団
地

頃
末

高
松
区

猪
熊
Ａ
・
猪
熊
町
住

み
ず
ほ
団
地

高
松
Ａ

下
二
・
猪
熊

（
敬
称
略
）

優
勝
　
後
藤
信
子
（
吉
田
二
）

準
優
勝
　
岡
部
恵
利
子
（
吉
田
二
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

一
般
男
子

後
藤
勇
（
二
町
住
）

山
田
正
広
（
吉
田
一
）

田
中
玲
子
（
古
賀
区
）

真
鍋
道
子
（
み
ず
ほ
）

真
鍋
裕
章
（
み
ず
ほ
）

上
田
深
（
富
田
こ

優
勝

準
優
勝

二
般
女
子

優
勝

準
優
勝

∴
ジ
ュ
ニ
ア

優
勝

準
優
勝

Ｒ
剣
道
〕

二
二
段
以
下

優
勝

準
優
勝

・
四
・
五
段

優
勝

準
優
勝

・
団
体優

勝

田
中
猛
　
城
戸
慶
三
郎

時
枝
秀
年
　
竹
内
稔

子爵蔑
三千
重章
子

一1．－

尽　子

富
田
和
江

原
田
美
恵
子

美
子

畠
田
清
美

富
永
恵

（
個
人
）

久
保
彰
．
（
書
些
一
）

八
尋
慶
一
（
猪
熊
）

（
個
人
）

滝
口
泉
（
伊
左
座
）

永
野
勝
久
（
三
ツ
頭
）

頃
末
校
区

準
優
勝
　
富
田
校
区

犬
の
放
飼
い
を
や
め
ま
し
ょ
う

〝
非
行
の
季
節
″
か
ら
子
供
を
守
る

た
め
に
は
、
保
護
者
は
子
供
の
よ
き
相

談
相
手
と
な
っ
て
、
家
族
全
員
が
話
し

合
フ
機
会
を
出
来
る
だ
け
多
く
持
ち
、

日
頃
か
ら
相
互
理
解
を
深
め
る
努
力
が

大
切
で
す
。

夏
休
み
中
は
、
と
く
に
盆
踊
り
や
花

火
大
会
な
ど
夜
肝
の
野
外
行
事
が
多
く

夜
遊
び
の
ク
セ
が
つ
き
や
す
く
な
年
ま

す
。
ま
た
、
昼
間
は
讃
寺
篭
あ
っと

事
ｔ

」

へ

い

て
、
生
活
パ
タ
ー
ン
は
、
〝
夜
型
〟
に
な

り
が
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
の
リ

ズ
ム
は
、
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
も
す
ぐ

に
直
り
に
く
く
、
学
校
ざ
ら
い
や
家
出

に
結
び
つ
き
、
非
行
化
の
原
因
と
な
り

ま
す
。子

供
の
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
よ

午
家
族
全
月
が
規
則
正
し
い
生
活
そ
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

】

最
近
、
町
内
の
各
地
で
、
飼
い
犬
の

放
飼
い
に
よ
る
被
害
が
続
発
し
て
い
ま

す
。
飼
い
主
の
か
た
は
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

十
分
注
意
さ
れ
、
〝
水
巻
町

飼
い
犬
条
例
〟
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
次
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
必
ず
厳
守
ノ
Ｊ
だ
さ

＼
い

．．Ｖ

②
飼
い
犬
を
制
御
で
き
る
者
で
な
け
れ

ば
連
れ
出
し
て
は
な
ら
な
い

③
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
飼
い

犬
を
連
れ
出
す
と
き
は
、

日
輪
を
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

④
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
が
道

路
、
全
輿
他
人
の
庭
、

畑
な
ど
を
荒
す
な
ど
、
迷

①
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
つ
な
い
で
お

か
な
く
て
は
な
ら
な
い

惑
を
か
け
な
い
ト
キ
ワ
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

7月の納期　　固定資産税……2期分　　農業共済掛金
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ボ
　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

好
き
な
だ
け
水
が
で
る

そ
ん
な
生
活
の
中
で
、

私
た
ち
は
、
と
か
く
水

道
の
貴
重
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
水
を
つ
く
り
、
家
庭

に
運
ぶ
ま
で
は
莫
大
な
費
用
と
労
力
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
建
設
、
浄

水
場
づ
く
り
、
消
毒
用
の
薬
品
、
導
水

管
や
配
水
管
の
設
置
、
施
設
の
維
持
、

管
理
、
数
え
あ
げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま

せ
ん
。と

こ
ろ
が
電
気
や
ガ
ス
と
ち
が
っ
て

水
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気
に

し
な
い
人
が
多
い
き
っ
で
す
。

家
庭
で
学
校
で
会
社
で
、
一
人
一
人

の
工
夫
と
努
力
で
節
約
す
る
余
地
は
相

当
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落

ち
る
程
度
の
漏
水
で
も
一
時
間
で
1
1

一
か
月
間
で
普
通
の
浴
槽
で
約
四
杯
分

に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
糸
状
の
漏
水

に
な
る
と
、
一
か
月
間
で
な
ん
と
浴
槽

二
十
九
杯
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
洗
顔
す
る
と
き
）

あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
水
を
出
し
っ

放
し
に
し
て
歯
を
み
が
い
て
い
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
だ
と
一
分
間
で
十
三
ｌ
も
の

水
を
ム
タ
に
放
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
㌧
一
か
月
で
は
、
一
般
家
庭
用
の

浴
槽
で
二
杯
分
に
な
り
葺
三
分
間

だ
と
、
一
か
月
で
浴
槽
六
杯
分
、
四
人

家
族
だ
と
、
実
に
二
十
四
杯
分
に
も
な

一
り
ま
す
。

（
食
器
を
洗
う
と
き
）

一
回
に
五
分
間
、
朝
昼
晩
と
三
回
水

√勤
完嘉謹製

を
流
し
っ
放
し
で
食
器
を
洗
っ
た
と
し

ま
す
と
、
オ
ケ
洗
い
に
く
ら
べ
て
百
九

十
五
恩
、
一
か
月
で
浴
槽
三
十
杯
分
の

水
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
洗
た
く
す
る
と
き
）

二
ｋ
ｇ
の
洗
た
く
物
（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
八

枚
分
）
を
二
回
に
分
け
、
一
ｋ
ｇ
ず
つ
洗

た
く
す
る
と
、
二
ｋ
ｇ
を
ま
と
め
て
洗
た

く
す
る
よ
り
二
十
二
ｌ
の
水
を
余
分
に

使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
洗
た
く
は
で

き
る
だ
け
ま
と
め
て
し
た
方
が
水
の
節

約
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
洗
い
終
わ
っ

た
ら
そ
の
ま
ま
す
す
ぐ
の
で
な
く
、
一

度
脱
水
機
で
洗
剤
を
落
と
し
て
か
ら
す

す
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
、

す
す
ぎ
の
水
二
十
ｌ
、
石
油
か
ん
一
杯

分
が
節
約
で
き
ま
す
。

（
洗
車
す
る
と
き
）

自
動
車
〓
ロ
洗
車
す
る
の
に
要
す
る

水
の
圭
は
、
お
よ
そ
五
百
ｌ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

飲
料
水
は
じ
め
炊
事
、
洗
た
く
用
な

ど
人
間
が
生
き
る
た
め
の
最
小
限
度
の

水
の
豊
は
、
一
日
一
人
平
均
二
・
六
ｌ

か
ら
三
ｌ
、
一
年
間
で
お
よ
そ
一
ト
ン

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
見

る
と
草
一
回
の
洗
車
の
水
量
は
人
間
一

人
の
半
年
分
の
必
要
水
量
に
匹
敵
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
草
を
洗
う
と
き
は

水
道
の
ホ
ー
ス
で
流
し
っ
ぱ
な
し
に
せ

ず
バ
ケ
ツ
の
水
を
使
う
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
、
つ

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
大

変
ム
タ
を
生
み
ま
す
。
お
互
が
こ
の
こ

と
を
考
え
、
水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

う
0

こ
ん
な
と
き
は

早
目
に
水
遺
譜
へ

・
引
越
し
て
来
た
と
き
は
開
せ
ん
届
を

。
長
い
間
、
水
道
を
使
わ
な
い
と
き
は

中
止
届
を

。
使
用
者
ま
た
は
所
有
者
が
名
義
が
か

わ
る
と
き
は
名
義
変
更
届
を

。
引
地
し
て
い
か
れ
る
と
き
は
、
料
金

の
精
算
が
必
要
で
す
。
中
止
届
を
忘

れ
ず
に

火
の
元
に
は

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

こ
の
た
び
恩
給
法
が
改
正
さ
れ

次
の
と
お
り
改
善
が
行
な
わ
れ
ま
す

恩給が増額
一ここ　ここ＿　‾±ニ　ーこ　こここ＿　二てこ　．こ＿　‾ここ　‾三ニ　ー‾＝　二二　‾てこ

昭
和
朋
年
4
月
か
ら

①
恩
蘭
年
額
が
約
5
％
～
7

％
増
額
さ
れ
ま
す

②
扶
養
加
給
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す

さ
ら
に
6
月
か
ら

③
公
務
扶
助
料
の
最
低
保
障

額
、
1
8
歳
未
満
の
子
を
扶

養
し
て
い
る
妻
や
6
0
歳
以

上
の
か
た
の
普
通
扶
助
料

の
最
低
保
障
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す

④
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
の

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す

⑤
寡
婦
加
算
や
遺
族
加
算
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

⑥
傷
病
恩
給
の
年
額
や
重
症
者
の
特
別

加
給
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

⑦
普
通
恩
給
と
併
給
さ
れ
る
傷
病
年
金

の
減
額
が
な
く
な
り
ま
す

⑧
長
期
在
職
の
老
齢
者
な
ど
の
普
通
恩

給
や
扶
助
料
の
年
額
計
算
の
算
出
率

が
改
着
さ
れ
ま
す

⑨
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
短
期
在
職
者

の
仮
定
俸
給
が
改
善
さ
れ
ま
す

そ
し
て
相
月
か
ら

⑲
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
方
の
加
算
恩 給

に
つ
い
て
は
減
額
が
な
く
な
り
ま
す

⑪
旧
軍
人
と
し
て
の
勤
務
年
数
が
合
わ

せ
て
3
年
以
上
あ
る
か
た
で
恩
給
や

共
済
年
金
な
ど
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
か
た
に
一
時
金
（
1
万
5
千
円
）

が
支
給
さ
れ
ま
す

（
注
意
）

こ
の
改
善
の
う
ち
で
①
～
⑲
に
つ
い

て
は
、
例
年
の
よ
う
に
恩
給
局
で
改
定

旺
書
を
作
成
し
、
遅
く
と
も
1
0
月
の
支

給
日
ま
で
に
郵
便
局
を
通
じ
て
渡
し
ま

す
。
㊤
の
改
善
に
つ
い
て
は
請
求
が
必

要
で
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
1
0
月

1
日
以
降
役
場
民
生
係
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

次
の
か
た
は
時
効
に
な
り
ま
す

今
す
ぐ
役
場
で
手
続
を

次
に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
昭
和
5
3

年
7
月
3
1
日
で
時
効
と
な
り
ま
す
の
で

早
目
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給

付
金
支
給
…
…
昭
和
4
8
年
3
月
3
1
日

ま
で
に
死
亡
し
た
防
空
業
務
従
事
者

の
父
母
等
で
昭
和
5
0
年
8
月
1
日
時

点
で
遺
族
給
与
金
を
受
給
中
の
者

②
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

支
給
・
・
・
…
昭
和
4
8
年
3
月
3
1
日
ま
で

に
死
亡
し
た
防
空
業
務
従
事
者
の
妻

で
昭
和
5
0
年
8
月
1
日
時
点
で
遺
族

給
与
金
を
受
給
中
の
者

③
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
支
給
…
・
・
・
昭
和
4
9
年
援
護
法
改

正
に
よ
り
障
生
長
・
金
を
受
け
る
権
利

を
有
す
る
防
空
業
務
従
事
者
の
妻

く
わ
し
い
こ
と
は
民
生
係
ま
で

没
者
遺
族
援
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

援
護
に
つ
い
て
の
相
談
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
1
9
日
（
水
曜
）

1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
八
幡
西
区
役
所
　
3
3
会
議
室

▼
相
談
事
項
　
恩
給
法
に
つ
い
て
、
遺

族
等
援
護
法
に
つ
い
て
、
各
種
給
付

金
に
つ
い
て
　
叙
位
・
叙
勲
に
つ
い

て
、
そ
の
他
援
護
全
般
に
つ
い
て

火事．・救急車は691－－4119番へ　警察は110番へ
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結
核
予
防
・
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

▼
対
象
者
　
生
後
3
か
月
～
4
歳
ま
で

で
一
度
も
接
種
し
て
な
い
子

▼
日
時

。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
　
7
月
1
2
日
（
水
）

1
4
時
～
1
5
時

。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
　
7
月
1
4
日
　
（
金
）
　
1
4
時

～
1
5
時

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
判
定
を
7
月
1
4
日

1
3
時
～
1
4
時
ま
で
行
い
、
判
定
の
結

果
、
陰
性
の
子
供
の
み
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

▼
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
注
意

。
当
日
は
必
ず
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
時
は
問
診
票
は
い

り
ま
せ
ん
の
で
直
接
会
場
へ
、
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
終
了
後
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
問
診

票
を
会
場
で
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
次
に
あ
げ
る
子
供
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

。
熱
の
あ
る
子

。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子

。
．
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

こ
と
の
あ
る
子

。
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど

に
か
か
っ
て
一
か
月
以
上
た
っ
て
な

い
子

。
慢
性
疾
患
（
腎
臓
、
肝
臓
、
喘
息
な

ど
）
に
か
か
っ
て
い
る
子

心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
者

に
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
困
窮
世
帯
に
夏
期

（
越
盆
）
見
舞
金
を
支
給

◎
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
の
1
5
％
増
額
し
た

所
得
以
下
の
世
帯

②
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た
も
の

、
で
、
年
収
を
十
二
分
の
一
し
た
額

◎
受
給
手
続

。
各
地
区
の
民
生
委
員
に
7
月
2
4
日
ま

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限

後
は
一
切
受
付
け
ま
せ
ん
。

。
年
金
・
恩
給
受
給
者
は
証
書
の
記
号

番
号
と
年
金
額
を
記
入
く
だ
さ
い

◎
支
給
方
法

民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

◎
そ
の
他

民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を

町
が
審
査
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

社
会
課
民
生
係
ま
で

世
帯
の
種
類
別
と
支
給
対
象
者
の
収

入
①
2
0
歳
か
ら
亜
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
2
歳

か
ら
Ｈ
歳
の
子
供
2
人
の
場
合

1
5
万
8
4
8
円
以
下
の
世
帯

②
4
1
歳
か
ら
約
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
5
歳

か
ら
け
歳
の
子
供
2
人
の
場
合

1

5

万

1

0

5

3

円

以

下

の

世

帯

③
6
0
歳
か
ら
糾
歳
ま
で
の
夫
婦
の
場
合

7
万
8
2
1
6
円
以
下
の
世
帯

④
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

7
万
9
9
4
1
円
以
下
の
世
帯

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
日
　
8
月
2
0
日

▼
試
験
場
　
福
岡
市
及
び
北
九
州
市

▼
受
付
場
所
・
期
間

。
県
消
防
防
災
課
　
7
月
1
2
日
～
1
4
日

。
北
九
州
市
消
防
局
　
7
月
1
0
日
～
1
1

日詳
し
い
こ
と
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防

課

（

℡

0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1
）
ま
で

テ
レ
ビ
放
送

教
育
「
マ
マ
と
ぼ
く
」

県
教
育
委
月
全
で
は
、
は
が
き
や
巡

回
相
談
で
よ
せ
ら
れ
た
相
談
や
質
問
を

も
と
に
、
幼
児
期
全
般
を
対
象
と
し
た

教
育
番
組
「
家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
・
マ

マ
と
ぼ
く
」
を
Ｒ
Ｋ
Ｂ
（
予
定
）
で
八

月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
放
送
い
た
し
ま

す
。

・
放
送
時
間
　
土
曜
　
午
前
1
0
時
1
5
分

～
1
0
時
3
0
分

・
再
放
送
　
日
曜
　
午
前
7
時
1
5
分

7
時
3
0
分

通
行
止
の
お
知
ら
せ

国
道
3
号
線
に
伴
う
工
事
の
た
め
、

町
民
会
館
横
の
ガ
ー
ド
下
が
8
月
引
日

ま
で
全
面
通
行
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
か
け
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ーお　　　　礼－
′香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申し上げます。

机　社　宅　　故依里ハルエ殿　依里　進殿

吉　田　一　　敗　山上　　清殿　山上　宏殿

1

ア

一

　

，

　

Ｊ

誰でもできる

日時　7月28日（金曜）

10時30分～16時

場所　町民会館

主催　日赤血液センター

町社会福祉協議会

献血に協力する高見山間

7
月
ｌ
日
か
ら
1
か
月
間
、
全
国
で

愛
の
献
血
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

夏
季
に
な
る
と
交
通
事
故
の
多
発
な

ど
に
よ
っ
て
輸
血
用
の
血
液
が
不
足
し

が
ち
で
す
。
お
互
い
を
守
る
た
め
に
進

ん
で
献
血
に
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

献
血
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た

に
は
、
献
血
手
帳
を
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
献
血
手
帳
に
よ
っ
て
全
国
ど
こ
で

も
優
先
的
に
輸
血
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
献
血
の
で
き
る
人
の
条
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
1
6
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人

。
体
重
が
男
4
5
ｋ
ｇ
　
女
4
0
ｋ
ｇ
以
上
の

人
。

血

圧

が

1

0

0

ｍ

ｍ

か

ら

2

0

0

ｍ

ｍ

ま
で
の
人

。
血
圧
の
比
重
が
1
・
0
5
2
以
上

の
人

。
健
康
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

＼

日曜在宅医…　　　ｉ

7月16日　前原医院　内・児科　樋　口　℡691・0553

7月23日　坂口医院　産婦人科　頃　未　℡69ト29431

7月30日　楠本医院　内・児科　大膳橋　℡093・24・0385

8月6日　永松医院　耳鼻科　頃　末　℡691・03861

盾附し－イ汁弘′．払，ヰ止ノ　　　　　　　　工

朋Ｕとして往診は致しません　　　　　　　　亨　　みずほ団地　故藤原　定雄殿　藤原友男殿

あなたの役場です　電話匿01）4321
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